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図書館自己点検 ・評価報告書 「まえがき」

東北大学附属図書館長 野  家  啓  一

東北大学は本年 (平成19年)6月 22日に創立百周年を迎えます。それからすると附属図書館は設

置から96年目,川 内地区に本館が新築開館 してからは34年目を迎ることになります。この間,附 属

図書館の充実と発展にご尽力いただいた皆様方には,こ の場を借 りて厚 く御礼を申し上げます。

平成16年 4月 の国立大学法人化は,附 属図書館にとってもその存立基盤を揺るがす大きな出来事

でしたが,厳 しい財政事情と人員削減のなか,図 書館は本学の学術情報戦略の中核拠点として学習

支援,研 究支援,社 会貢献等の役害」を果たすべ く最大限の努力を積み重ねてまいりました。本報告

書は,そ の法人化以降の図書館活動について 「自己点検評価」を行い,今 後の改善の道標とするた

めに纏めていただいたものです。来年度中には,こ の報告書を基礎資料として,附 属図書館の外部

評価をお願いする予定でおります。

さて,本 図書館は小田忠雄元館長のもとで 「ミッション声明」を策定しましたが,そ れを受けて

平成18年度には現状把握と将来構想のために, 6項 目からなる 「東北大学附属図書館の主要課題」

をまとめました。具体的には,(1)事 務組織の業務一元化,(2)施 設 ・設備の拡充,(3)財 政

基盤の強化,(4)電 子化への対応,(5)サ ービス機能の強化,(6)社 会貢献,が その柱となっ

ています。

このうち (1)と (2)に ついては,青 葉山新キャンパスヘの移転を契機に 「理系新分館」を新

設し,川 内 (本館),星 陵 (医学分館),青 葉山 (理系新分館)の 三館構想のもとで業務の一元化を

実現 したいと考えています。理系新分館については,ラ ーエングコモンズを含んだ新 しい形の図書

館計画をワーキンググループの努力により短期間のうちに作成 していただきました。(3)の 財政

基盤に関しては,電 子ジヤーナル経費の 「全学共通経費化」という積年の課題が,井 上新総長のも

とで策定中の 「井上プラン」の中に 「電子ジャーナルを含む学術情報コンテンツ経費の全学的な基

盤経費化を進める」という形で明示的に組み入れられることになりました。これによって,長 年の

懸案であった事項が解決へ向って一歩を踏み出したことになります。

また (4)に ついては,現 在の図書館は紙媒体と電子媒体とが共存するハイブリッド・ライブラ

リーの構築が急務となっていますが,そ の一環として昨年12月に 「東北大学機関リポジトリTOU

R」 を立ち上げ,公 開することができました。TOURは 教育成果の蓄積と公開を特色とするもの

であり,今 後はコンテンッの充実に努めていくつもりです。(5)で は情報リテラシー教育推進の

ため,図 書館職員が中心となって編集した 『1青報検索の基礎知識』 5部作がこの3月 に完成しまし

た。このプロジェクトは学外の評価も高く,平 成17年度の 「国立大学図書館協会賞」および 「総長

教育賞」を受賞したことを特記しておきます。最後の (6)社 会貢献では,毎 年の企画展の充実が

挙げられます。とりわけ昨年メデイアテークで開催された 「江戸の遊び」展は宮城県図書館との連

携協力のもとに企画 ・運営され,こ れまでにない入場者を集めることができました。また,本 年秋

には百周年記念展示 「東北大学の至宝」および 「文豪夏目漱石展」力ざ江戸東京博物館において開催

される予定になっています。ほかにも,昨 年11月に行われた国際シンポジウム 「求められる図書館

サービスとスタッフ ・デイベロップメント」や,こ の6月 には中国の清華大学図書館との交流を予

定するなど,今 後は国際貢献にも力を注いでいく所存です。

以上のように,本 学図書館は職員の献身的な努力によって活発な活動を展開してまいりましたが,

まだまだ至らない点も多いかと思われます。それらの点については,本 報告書をご高覧の上,厳 し

いご叱正とご鞭撻を賜れば幸いです。最後になりましたが,利 用者アンケー ト調査の整理 ・分析を

はじめ,本 報告書の作成に多大のご尽力をいただきました自己点検評価ワーキンググループの皆様

に心より感謝の意を表します。

平成19年 3月
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